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第十六号 武　蔵　一　宮 （２）

年
頭
に
あ
た
り

　
令
和
三
年
辛か

の
と
う
し丑

の
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
聖
寿
の
万

歳
と
御
皇
室
の
弥
栄
、
国
家
の
隆
昌
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

　
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大

に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
当
た
り
前
で
あ
っ
た
生
活
が
一
変

す
る
年
で
し
た
。現
在
に
お
い
て
も
、そ
の
状
況
は
続
き
、

ワ
ク
チ
ン
や
特
効
薬
が
開
発
さ
れ
る
ま
で
は
収
ま
り
そ
う

も
あ
り
ま
せ
ん
。
一
刻
も
早
く
事
態
が
収
束
し
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
日
が
来
る
事
を
切
に
祈
る
次
第
で
す
。

　
さ
て
、
本
年
は
明
治
新
政
府
が
封
建
割
拠
の
旧
態
を
解

体
す
る
た
め
、
明
治
四
年
七
月
に
断
行
し
た
廃
藩
置
県
か

ら
一
五
〇
年
に
あ
た
り
ま
す
。埼
玉
県
は
当
初
、浦
和
県
、

忍
県
、
岩
槻
県
な
ど
に
分
か
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
十
一

月
に
は
現
県
域
に
埼
玉
県
と
入
間
県
が
誕
生
し
、
明
治
九

年
に
合
併
し
て
埼
玉
県
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
県
庁
で
は

一
五
〇
周
年
を
祝
う
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
計
画
さ
れ
て
お

り
、
当
社
と
致
し
ま
し
て
も
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
埼
玉

県
が
ま
す
ま
す
発
展
致
し
ま
す
よ
う
御
協
力
さ
せ
て
頂
き

た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
昨
秋
よ
り
、
初
詣
は
分
散
参
拝
し
て
頂
く
よ
う
お
願
い

し
、
皆
様
の
御
協
力
の
お
蔭
を
も
ち
ま
し
て
、
三
が
日
は

例
年
の
三
割
程
の
混
雑
で
大
過
な
く
お
迎
え
す
る
事
が
出

来
ま
し
た
。
謹
ん
で
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
新
玉
の
年
が

皆
様
に
と
り
ま
し
て
平
穏
で
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

拝殿前神橋前

拝殿前日中の本殿祈祷

手水舎閉鎖（15日まで）神札所前

１月１日の境内



第十六号武　蔵　一　宮（３）

新
年
奉
祝

献
灯

点灯式

県庁　寄付金進呈

　諸経費を引いた奉賛金は、12月24日、県庁にて
権宮司より大野県知事に進呈致しました。

　
今
般
、
疫
病
退
散
を
祈
願
す
る
と
と
も
に
、
新
年
を

奉
祝
す
る
た
め
募
集
し
た
献
灯
は
、
約
千
三
百
張
の
御

協
賛
を
頂
き
、
点
灯
式
の
行
わ
れ
た
十
一
月
三
十
日
か

ら
参
道
を
賑
々
し
く
照
ら
し
て
お
り
ま
す
。

　
例
年
は
、
三
が
日
の
参
道
に
は
約
三
百
軒
の
露
店
が

並
ん
で
お
り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
本
年
は
出
店
中
止
と
な
り
ま

し
た
。
常
夜
灯
だ
け
で
は
照
明
が
不
足
す
る
た
め
、
本

年
度
の
献
灯
は
参
道
に
設
営
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

　
感
染
症
対
策
に
あ
た
っ
て
は
、
埼
玉
県
神
社
庁
と
と

も
に
、「
変
わ
ら
な
い
祈
り
の
た
め
に
」
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
行
い
、
各
メ
デ
ィ
ア
へ
の
周
知
や
動
画
を
作
成
致

し
ま
し
た
。



武　蔵　一　宮 （４）第十六号

　
十
月
　
一
日
　
月
次
祭

　
　
　
　
九
日
　
抜
穂
神
事

　
　
　
十
五
日
　
献
詠
祭（
兼
題　
献
灯
）

　
　
　
十
七
日
　
神
嘗
奉
祝
祭

　
　
二
十
一
日
　
朔
瓶
祭

　十
一
月
　
一
日
　
月
次
祭

　
　
　
　
　
　
　
教
育
勅
語
百
三
拾
年　
　

　
　
　
　
　
　
　
記
念
祭

　
　
　
　
三
日
　
明
治
祭

　
　
　
十
五
日
　
献
詠
祭（
兼
題　
参
籠
）

　
　
　
　
　
　
　
立
皇
嗣
の
礼
奉
告
祭

　
　
二
十
三
日
　
新
嘗
祭

　
　
　
　
　
　
　
敬
神
講
社
大
祭

　
　
　
三
十
日
　

　
　
　
　
~
　
　
大
湯
祭
前
斎

十
二
月
　
九
日
　

　
　
　
　
十
日
　
大
湯
祭
本
祭

　
　
　
十
一
日
　
大
湯
祭
後
斎

　
　
　
　
　
　
　
誓
詔
祭
・
饗
膳
式

　
　
　
十
五
日
　
献
詠
祭（
兼
題　
熊
手
）　

　
　
　
　
　
　
　
煤
払
い

　
　
三
十
一
日
　
大
祓
式

　
　
　
　
　
　
　
除
夜
祭

　
当
社
で
は
毎
日
の
日
供
祭
以
外
に
も

年
間
約
七
十
の
祭
典
を
行
い
、
謹
ん
で

御
皇
室
の
弥
栄
と
国
家
安
泰
、
五
穀
豊

穣
と
氏
子
崇
敬
者
の
繁
栄
を
祈
願
し
て

お
り
ま
す
。

祭
事
暦

抜穂神事神饌朔瓶祭神饌

新嘗祭大湯祭本祭

大湯祭神饌　百味膳饗膳式



武　蔵　一　宮（５） 第十六号

七五三態勢日の本殿での七五三祈祷

マスク着用での鈴振り奉仕

　
令
和
二
年
度
の
七
五
三
詣
は
、
皆

様
混
雑
を
避
け
る
た
め
、
十
一
月
土

日
の
参
拝
が
少
な
く
な
り
、
平
日
や

十
月
、
十
二
月
に
分
散
す
る
傾
向
に

あ
り
ま
し
た
。

　
以
前
ま
で
本
殿
で
七
五
三
祈
祷
を

行
う
際
に
は
受
付
後
、
待
合
室
内
で

お
並
び
頂
き
ま
し
た
が
、
密
を
避
け

る
た
め
、受
付
時
に
番
号
札
を
渡
し
、

番
号
で
の
案
内
方
法
に
変
更
致
し
ま

し
た
。
案
内
時
間
の
短
縮
に
な
り
ま

す
の
で
、
通
常
時
や
正
月
初
詣
時
期

に
も
番
号
札
で
の
案
内
方
法
に
変
更

し
て
お
り
ま
す
。

　
御
祈
祷
で
鈴
振
り
を
奉
仕
す
る
巫

女
は
マ
ス
ク
着
用
、
職
員
の
手
指
消

毒
の
徹
底
、
待
合
所
や
受
付
へ
の
ア

ル
コ
ー
ル
消
毒
液
の
設
置
、
御
祈
祷

用
の
座
席
の
間
隔
を
十
分
空
け
る
等

の
対
策
を
行
い
、
大
過
な
く
皆
様
を

お
迎
え
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　
土
日
祝
日
及
び
平
日
の
混
雑
時
は

御
祈
祷
を
随
時
行
う
と
と
も
に
、
人

数
制
限
の
規
制
に
御
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
し
た
。

　
年
々
、
外
部
カ
メ
ラ
マ
ン
に
よ
る

出
張
撮
影
が
増
加
し
て
き
た
た
め
、

令
和
二
年
七
月
よ
り
出
張
撮
影
に
あ

た
っ
て
は
撮
影
許
可
申
請
書
の
提
出

を
頂
く
事
と
致
し
ま
し
た
。
七
五
三

詣
、
初
宮
詣
、
成
人
式
の
前
撮
り
な

ど
、
七
月
か
ら
十
二
月
中
頃
ま
で
で

約
八
百
件
の
申
請
が
ご
ざ
い
ま
し

た
。
尚
、
一
月
か
ら
は
撮
影
許
可
の

申
請
は
中
断
致
し
ま
す
。
出
張
撮
影

に
関
す
る
申
請
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

お
知
ら
せ
欄
で
御
確
認
下
さ
い
。

　
令
和
二
年
の
紅
葉
の
見
ご
ろ
は

十
一
月
下
旬
か
ら
十
二
月
上
旬
と
な

り
ま
し
た
。

七
五
三
詣

出
張
撮
影

紅
葉
の
見
ご
ろ

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

待合室にアルコール消毒液設置



武　蔵　一　宮 （６）第十六号

　
令
和
二
年
の
大
湯
祭
の
祭
典
は
例

年
通
り
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の

観
点
か
ら
露
店
の
出
店
が
中
止
と
な

り
ま
し
た（
大
宮
警
察
に
よ
る
交
通

規
制
無
し
）。

　
感
染
症
対
策
と
致
し
ま
し
て
は
、

十
二
月
十
日
の
み
授
与
し
て
お
り
ま

す
福
神
札
や
富
久
財
布
、
福
種
銭
な

ど
は
十
一
月
三
十
日
か
ら
授
与
を
開

始
致
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
じ
く

十
二
月
十
日
の
み
、
宗
像
神
社
で
は

御
家
庭
で
お
祀
り
さ
れ
て
お
り
ま
す

二
福
神（
大
国
様
・
恵
毘
須
様
）の
お

祓
い
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ

ち
ら
も
十
一
月
三
十
日
か
ら
実
施
致

し
ま
し
た
。

　
十
二
月
十
日
の
授
与
所
は
午
前
０

時
か
ら
開
設
、
午
前
一
時
に
一
度
閉

鎖
し
、
午
前
八
時
に
開
設
、
午
後
十

時
閉
鎖
と
な
り
ま
し
た（
午
前
一
時

～
午
前
六
時
楼
門
閉
門
）。

大
湯
祭

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

（
敬
称
略
、
順
不
同
）

（
敬
称
略
、
順
不
同
）

　

大
湯
祭
に
際
し
左
記
の
奉
納
を
頂

き
ま
し
た
。
御
篤
志
に
厚
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
記

御
米　
　
森
田
栄
治

　
　
　
　
薄
田
守
利

　
　
　
　
星
野
昇
保

　
　
　
　
島
村
功
作

　
　
　
　
蓮
沼
神
明
神
社
氏
子
中

御
酒　
　
清
水
伸
洋

　
　
　
　
福
神
講

　
　
　
　
㈱
中
村
写
真
館

　
　
　
　
㈱
電
成
社

　
　
　
　
㈲
西
一

　
　
　
　
丸
三
屋

　
　
　
　
大
村
庵

　
　
　
　
㈲
春
光
社
印
刷

　
　
　
　
㈱
和
泉
空
調
設
備

　
　
　
　
大
谷
氷
川
神
社
氏
子
中

ビ
ー
ル　
サ
ン
ト
リ
ー
酒
類
㈱

御
餅　
　
福
寿
堂

魚　
　
　
高
木
知
典

　
　
　
　
平
野
貞
祐

野
菜　
　
七
里
敬
神
講
社

　
　
　
　
蓮
沼
神
明
神
社
氏
子
中

　
　
　
　
菅
原
神
社
氏
子
中

　
　
　
　
大
谷
氷
川
神
社
氏
子
中

果
物　
　
㈱
み
ど
り
建
設

菓
子　
　
よ
ね
屋
煎
餅
店

百
味
膳　

　
胡
桃　
　
三
峯
神
社

　
生
姜　
　
大
和
田
氏
子
中　

　
　
　
　
　
島
村
恭
一

　
鮑
熨
斗　
魚
志
ゃ
う

　
雉
子　
　
猟
友
会

　
　
　
　
　
坂
梨
耕
三

　
　
　
　
　
野
口
ス
ポ
ー
ツ
商
会

　
　
　
　
　
秩
父
神
社

　
萆
薢　
　
原
田
喜
平

　
鯉　
　
　
㈱
鯉
平

　
　
　
　
　
埼
玉
県
南
部
漁
業
組
合

　
鰹
節　
　
㈱
信
濃
屋

　
長
芋　
　
七
里
敬
神
講
社

　
大
和
芋　
小
川
章　
光
江

大
湯
祭 

奉
納
御
礼

大
湯
祭 

百
味
膳

奉
納
御
礼

12月9日前斎　篝火の前で火切り石を切る神職12月10日　三の鳥居付近

露店商出店中止の案内



武　蔵　一　宮（７） 第十六号

　
十
月
十
六
日
、
宗
像
神
社
の
社
号

額
を
奉
納
頂
き
ま
し
た
臼
倉
た
ま
様

御
参
列
の
も
と
、
奉
納
奉
告
式
を
執

り
行
い
ま
し
た
。

　
十
月
二
十
四
日
午
前
十
一
時
、
戦
艦

武
蔵
顕
彰
祭
を
、
戦
艦
武
蔵
顕
彰
会

会
長
三
原
宏
治
氏
始
め
約
三
十
名
参

列
の
も
と
執
り
行
い
ま
し
た
。

宗
像
神
社
扁
額
奉
納

戦
艦
武
蔵
顕
彰
祭

武
蔵
菊
花
会
菊
花
展

新
嘗
祭
奉
納

敬
神
婦
人
会
国
旗
小
旗
作
り

社
頭
往
来

　
本
年
で
七
十
一
回
目
を
迎
え
た
武

蔵
菊
花
会
に
よ
る
菊
花
展
は
、
十
六

枚
花
弁
の
菊
花
、
大
作
り
や
懸
崖
、

盆
養
、
ダ
ル
マ
な
ど
約
四
百
五
十
鉢

の
菊
花
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
十
一
月
二
十
三
日
新
嘗
祭
齋
行
に

あ
た
り
、
左
記
の
奉
納
を
頂
き
ま
し

た
。
御
篤
志
に
厚
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。（
敬
称
略
）記

御
米
　
島
根
氷
川
神
社

　
　
　
細
沼
武
彦

　
　
　
関
口
達
衛

野
菜
　
㈱
ア
ル
シ
ェ
　
中
島
祥
雄

　
　
　
八
百
屋
菜
根
た
ん 

三
浦
大
輝

活
花
　
草
月
流
師
範
　
長
内
恵

　
十
一
月
二
十
日
、
敬
神
婦
人
会
の

会
員
約
八
十
名
に
よ
り
国
旗
の
小
旗

作
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
作
業
に
あ

た
っ
て
は
手
指
消
毒
、マ
ス
ク
着
用
、

十
分
に
換
気
を
行
う
等
、
対
策
を
徹

底
し
て
行
い
ま
し
た
。
作
成
さ
れ
た

二
千
本
の
小
旗
は
一
般
財
団
法
人
日

本
文
化
興
隆
財
団
に
送
ら
れ
皇
居
で

の
新
年
一
般
参
賀
等
に
活
用
さ
れ
ま

す
。



武　蔵　一　宮 （８）第十六号

　
十
二
月
三
日
午
前
十
時
半
、
社
務

所
に
て
神
宮
大
麻
頒
布
式
が
執
り
行

わ
れ
、
大
野
氏
子
総
代
会
長
に
伊
勢

の
神
宮
の
お
札
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
十
二
月
六
日
、
正
式
参
拝
の
後
、

無
双
直
伝
英
信
流
居
合
兵
法
阿
字
会

井
本
忠
昭
阿
司
齋
他
会
員
の
居
合
道

の
奉
納
演
武
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
十
二
月
八
日
午
前
十
時
、
古
神
札

　
十
二
月
十
五
日
、
献
詠
祭
終
了
後

本
殿
及
び
拝
殿
の
す
す
払
い
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
十
二
月
八
日
、
額
殿
前
に
ワ
イ
ン

樽
奉
納
に
あ
た
り
、
秩
父
兎
田
ワ
イ

ナ
リ
ー
正
式
参
拝
と
樽
の
清
祓
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
十
二
月
四
日
午
前
十
一
時
、
松
尾
神

社
前
に
て
酒
造
組
合
醸
造
祈
願
祭
が

埼
玉
県
酒
造
組
合
会
長
の
㈱
小
山
本

家
酒
造
代
表
取
締
役
会
長
小
山
景
市

様
、
㈱
小
山
本
家
酒
造
取
締
役
理
事

神
宮
大
麻
頒
布
式

居
合
兵
法
阿
字
会
奉
納
演
武

古
神
札
焼
納
祭

武
蔵
菊
花
会
表
彰
式

す
す
払
い

ワ
イ
ン
樽
奉
納

酒
造
組
合
醸
造
祈
願
祭

社
頭
往
来

社
長
小
松
崎
功
様
、
大
瀧
酒
造
㈱
大

瀧
榮
壽
様
、
北
西
酒
造
㈱
代
表
取
締

役
社
長
北
西
隆
一
郎
様
参
列
の
も
と
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。
尚
、
新
た
な
酒
樽

の
清
祓
は
十
五
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

の
一
部
を
前
に
古
神
札
焼
納
祭
を
執

り
行
い
ま
し
た
。

　
十
二
月
十
三
日
、
呉
竹
荘
に
て
武

蔵
菊
花
会
の
第
七
十
一
回
菊
花
展
の

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
氷
川
神

社
宮
司
賞
の
他
、
経
済
産
業
大
臣
賞

や
埼
玉
県
知
事
賞
等
、
多
く
の
賞
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
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十
月
の
奉
納
献
華

十
二
月
の
奉
納
献
華

十
一
月
の
奉
納
献
華

古流松藤会　岩波理豊
池坊　　　　草谷智花
草月流　　　沖山草俊
桂古流　　　小林華侊

古流松藤会　岩波理豊
池坊　　　　草谷智花
草月流　　　沖山草俊
桂古流　　　小林華侊

古流松藤会　岩波理豊
草月流　　　沖山草俊
古流松藤会　川嶋理智

桂古流　　　　高橋典花
草月流　　　　竹下尚峰
正風流一光会　桐生一光
春草流　　　　栗原春彩

（
敬
称
略
）

十
月
　
十
日
　
武
蔵
菊
花
会
展
示
会
打
合
せ

　
　
十
五
日
　
正
月・大
湯
祭
交
通
安
全
対

　
　
　
　
　
　
策
会
議

　
　
十
八
日
　
埼
玉
中
央
青
年
会
議
所

　
　
二
十
日
　
ボ
イ
ラ
ー
協
会
安
全
祈
願
祭

　
二
十
九
日
　
観
月
雅
楽
奉
納
演
奏

十
一
月
二
日
　
初
詣
コ
ロ
ナ
対
策
会
議

　
　
　
十
日
　
武
蔵
菊
花
会
表
彰
式
打
合
せ

　
　
　
　
　
　
会
議

　
　
　
　
　
　
立
正
佼
成
会
大
宮
教
会
長

　
　
十
七
日
　
大
宮
青
年
会
議
所
シ
ニ
ア
会

　
　
三
十
日
　
氷
川
神
社
献
灯
委
員
会

十
二
月
二
日
　
全
国
神
恩
報
賽
会

　
　
　
六
日
　
無
双
直
伝
英
信
流
阿
字
会

　
　
　
八
日
　
秩
父
兎
田
ワ
イ
ナ
リ
ー

　
　
十
三
日
　
武
蔵
菊
花
会

　
　
　
　
　
　
川
越
八
幡
宮
氏
子
青
年
会

　
　
十
五
日
　
埼
玉
県
酒
造
組
合

　
　
　
　
　
　
氷
川
丸
船
長　
大
内
孝
利

　
二
十
四
日
　
立
正
佼
成
会
大
宮
教
会

　
　
　
　
　
　
衆
議
院
議
員　
牧
原
秀
樹

正
式
参
拝
及
び
諸
会
議

　
参
道
の
清
掃
活
動
を
頂
き
ま
し
た
皆
様
の
芳
名
を
紹
介

し
、
謹
ん
で
御
篤
志
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
参
道
清
掃

の
お
申
し
出
、
お
問
い
合
わ
せ
は
社
務
所
ま
で
お
願
い
致

し
ま
す
。

（
五
十
音
順
、
敬
称
略
）

阿
含
宗
埼
玉
道
場

大
宮
明
る
い
社
会
づ
く
り
の
会

住
友
生
命
保
険
相
互
会
社
関
越
育
成
室

高
鼻
二
丁
目
友
の
会

パ
ー
ソ
ル
テ
ン
プ
ス
タ
ッ
フ
株
式
会
社（
さ
い
た
ま
市

ジ
ョ
ブ
ア
シ
ス
ト
事
業
）

み
ず
ほ
証
券
株
式
会
社

　
マ
ス
ク
消
毒
液
　
　
　
埼
京
東
和
薬
品（
株
）

　
マ
ス
ク
　
　
　
　
　
　（
株
）丸
井
紙
店

　
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
　
染
谷
精
機（
株
）

参
道
清
掃
奉
仕
御
礼

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
奉
納
御
礼

　
こ
の
度
、
氷
川
神

社
敬
神
講
社
よ
り
太

鼓
の
奉
納
を
頂
き
ま

し
た
。
本
殿
挙
式
や

正
式
参
拝
、
本
殿
で

の
七
五
三
祈
祷
な
ど

で
使
用
し
て
お
り
ま

す
。
御
篤
志
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

太
鼓
奉
納

桂古流　　　　高橋典花
草月流　　　　竹下尚峰
正風流一光会　桐生一光
春草流　　　　栗原春彩

池坊　　草谷智花
桂古流　小林華侊
桂古流　高橋典花
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日
本
書
紀
編
纂
一
三
〇
〇
年
⑤

　
当
社
の
お
み
く
じ
は
一
番
か
ら
五
十
番
ま
で
あ
り
古
事
記
、
日
本
書
紀
の
伝
承
か
ら
事
象
や
神
名
な
ど
を
題
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
解
説
で
は
神
名
を
日
本
書
紀
で
の
表
記
に
し
て
お
り
ま
す
。

（
　
）は
お
み
く
じ
の
番
号
と
題
で
す
。

お
み
く
じ
五
十
番
　
神じ

ん

　む武
天
皇
　
御
即
位

　
初
代
の
天
皇
で
あ
る
神
武
天
皇
は
、
鸕う

が
や
ふ
き
あ
え
ず
の
み
こ
と

鷀
草
葺
不
合
尊
と
玉た

ま

依よ
り

姫ひ
め

と
の
間
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
御
即
位
前

の
お
名
前
は
神か

む
や
ま
と
い
わ
れ
ひ
こ
の
み
こ
と

日
本
磐
余
彦
尊
、
ま
た
は
彦ひ

こ
ほ
ほ
で
み
の
み
こ
と

火
火
出
見
尊
と
申
し
ま
す
。
兄
が
三
人
お
り
ま
す
が
、
大
変
優

秀
で
あ
っ
た
た
め
、
十
五
歳
の
時
に
皇
太
子
と
な
り
ま
し
た
。

　
四
十
五
歳
に
な
る
と
、
東
の
方
に
大
変
美
し
い
良
い
土
地
が
あ
る
と
聞
き
、
兄
の
五

い
つ
せ
の
み
こ
と

瀬
命
達
と
向
か
い
ま

し
た
。
こ
の
五
瀬
命
は
道
中
、
長な

が
す
ね
ひ
こ

髓
彦
と
戦
っ
た
折
に
受
け
た
矢
傷
が
も
と
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
軍
を
進
め
ま
す
が
、
熊
野
で
ま
た
も
窮
地
に
陥
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
危
機
を
救
っ
た
の
は
、

武た
け
み
か
づ
ち
の
か
み

甕
雷
神
よ
り
太
刀
を
授
け
ら
れ
た
高た

か
く
ら
じ

倉
下
で
し
た
。
山
中
で
進
路
に
迷
っ
た
時
に
は
、
天
照
大
神
が
遣
わ

し
た
八や

た
が
ら
す

咫
烏
が
導
い
て
く
れ
ま
し
た
。

　
苦
戦
し
な
が
ら
も
戦
い
に
勝
ち
続
け
、
当
初
は
従
わ
な
か
っ
た
神
た
ち
を
帰
順
さ
せ
た
神
日
本
磐
余
彦
尊

は
、
畝う

ね
び
や
ま

傍
山
の
東
南
、
橿か

し
は
ら原

の
地
に
都
を
造
る
事
を
宣
言
し
、
御
即
位
な
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
が
我
が
国
の
始
ま
り
、
皇
紀
元
年
の
事
で
ご
ざ
い
ま
す
。

お
み
く
じ
読
み
解
き

(

複
数
の
伝
承
を
組
み
合
わ
せ
た
意
訳
で
す)

太刀を奉る高倉下

八咫烏のお導き

橿原の宮で御即位

　
令
和
二
年
は
日
本
書
紀
編
纂
一
三
〇
〇
年
と
い
う
節
目
の
年
で
ご
ざ
い
ま

し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
十
二
号
よ
り
連
載
企
画
と
し
て
、
お
み
く
じ
に
標

題
と
し
て
付
け
ら
れ
て
い
る
神
名
や
事
象
の
説
明
を
兼
ね
て
神
話
の
説
明
を

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
四
回
で
終
わ
ら
せ
ず
、
五
十
番
だ
け
残
し
ま
し
た
の
は
、
神
武
天
皇
御
即

位
と
い
う
事
が
一
つ
の
番
号
で
ま
と
め
る
に
は
大
き
す
ぎ
る
と
い
う
事
も
あ

り
ま
す
が
、
社
報
発
行
日
の
一
月
後
に
は
建
国
記
念
日
を
迎
え
る
か
ら
で
す
。

　
世
界
の
国
々
で
は
、
そ
の
国
の
伝
統
や
文
化
、
歴
史
に
由
来
し
た
日
を
祝

日
と
し
て
定
め
て
い
ま
す
。
日
本
の
祝
日
も
古
来
の
伝
統
や
歴
史
を
伝
え
る

日
と
し
て
、「
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律（
昭
和
二
十
三
年
制
定
、
平
成

二
十
九
年
改
正
）」
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
建
国
記
念
日
は
、
建
国
を
し
の
び
、
国
を
愛
す
る
心
を
養
う
祝
日
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
由
来
を
し
っ
か
り
答
え
ら
れ
る
人
は
ど
れ
ほ
ど
い
る

で
し
ょ
う
か
。

　
二
月
十
一
日
の
由
来
は
、
日
本
書
紀
に
お
い
て
神
武
天
皇
が
橿
原
の
宮
に

即
位
さ
れ
た
日
を
太
陽
暦
に
換
算
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
明
治
六
年

に
「
紀
元
節
」
と
し
て
祝
日
と
な
り
ま
し
た
が
、
戦
後
は
一
旦
廃
止
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
多
く
の
国
民
の
声
に
よ
り
、
昭
和
四
十
一
年
に
あ
ら
た
め

て
国
民
の
祝
日
に
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
日
本
は
、
世
界
で
一
番
古
く
長
い
歴
史
を
持
ち
、
世
界
で
唯
一
の
神
話
が

現
在
ま
で
繋
が
る
国
家
で
す
。
祝
日
の
意
味
を
正
し
く
理
解
し
、
あ
ら
た
め

て
考
え
な
が
ら
、
国
旗
を
掲
げ
て
お
祝
い
し
、
伝
え
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

資
料
提
供
：
埼
玉
県
神
社
庁
　
絵
：
笠
原
正
夫
氏
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防
災
訓
練

節
分

時
期
の
授
与
品

埼
玉
県
神
社
庁
教
化
事
業

「
神
主
さ
ん
と
神
社
を
学
ぼ
う
」

婚
礼
展
示
会

　
文
化
財
防
火
デ
ー
の
あ
る
一
月
下

旬
に
は
防
災
訓
練
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
本
年
は
規
模
を
縮
小
し
、
一
月

二
十
二
日（
金
）に
実
施
予
定
で
す
。

訓
練
終
了
後
ま
で（
十
時
こ
ろ
）、
御

祈
祷
は
行
え
ま
せ
ん
の
で
、
御
注
意

願
い
ま
す
。

　
令
和
三
年
の
立
春
は
二
月
三
日
の

た
め
、節
分
は
二
月
二
日
と
な
り
ま
す
。

　
節
分
祭
は
例
年
通
り
、十
時
齋
行
、

祭
典
中
に
は
鳴
弦
の
儀
を
執
り
行
い

ま
す
。
十
二
時
半
、
二
時
、
三
時
の

撒
豆
式
は
密
を
避
け
る
た
め
中
止
、

福
引
き
も
中
止
と
致
し
ま
す
。
福
豆

　
例
年
、
三
月
末
に

当
社
境
内
で
開
催
し

て
お
り
ま
す
埼
玉
県

神
社
庁
主
催
の
教

化
事
業
は
、
本
年
中

止
と
致
し
ま
す
。
西

待
合
所
で
展
示
さ
れ

ま
す
埼
玉
県
内
の
神

社
の
御
朱
印
展
も

中
止
で
ご
ざ
い
ま

す
。
令
和
四
年
は
開

催
予
定
で
す
。

　
一
月
三
十
一
日（
日
）に
開
催
を
予

定
し
て
お
り
ま
し
た
婚
礼
展
示
会

は
、
現
在
の
社
会
情
勢
を
鑑
み
、
一

月
の
開
催
を
見
合
わ
せ
る
事
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
の
予
定
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

郵
送
祈
祷
の
御
案
内

　
当
社
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
来
社
の
叶
わ
な

い
方
に
、
郵
送
で
の
御
祈
祷
や
神
札
の
授
与
を
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。

　
御
希
望
の
方
は
、
当
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
、
必
要
事
項
を
御
記
入
の
上
、
初
穂
料
・
郵
送
料（
一
律
五
百
円
）

を
添
え
て
現
金
書
留
に
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

　
現
金
書
留
が
届
き
ま
し
た
ら
、
当
社
よ
り
確
認
の
御
連
絡
を
致
し
ま

す
。
確
認
後
、
御
神
前
に
て
御
祈
祷
申
し
上
げ
た
御
札
、
祈
祷
御
守
を

御
送
付
致
し
ま
す
。
申
込
書
は
一
枚
に
つ
き
、
一
願
種
と
な
り
ま
す
。

お
札
や
お
守
の
申
込
書
は
別
に
な
り
ま
す
の
で
御
注
意
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
送
り
先
　
　
〒
三
三
〇
‐
〇
八
〇
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
高
鼻
町
一
‐
四
〇
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
氷
川
神
社
社
務
所

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
来
社
の
叶
わ
な
い
方
へ

一
月
か
ら
の
恒
例
行
事
に
つ
い
て

郵送祈祷の案内ページ
QRコード

教化事業に関するお問い合わせは埼玉県神社庁
までお願い致します。
048-643-3542（平日のみ、9：00～16：00）
HP：http://www.saitama-jinjacho.or.jp/

は
一
月
四
日
よ
り
授
与
所
に
て
授
与

し
て
お
り
ま
す（
初
穂
料
　
三
百
円
）。

御
力
守

（
お
ち
か
ら
ま
も
り
）

一
月
二
十
日
～

咲
守

（
さ
き
ま
も
り
）

三
月
二
十
日
～
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　特別紙朱印「大湯祭　大国様（金）」、「大湯祭　恵毘須様（銀）」は11月30日より、
令和３年正月特別紙朱印は１月１日より授与開始致しました。春の特別紙朱印の他、
最新の御案内はホームページ、インスタグラムを御覧下さい。

令和３年の厄年（数え年）

数え年 前厄 本厄 後厄

男 の 厄 25 才
平成
10 年

平成
 ９ 年

平成
 ８ 年

男の大厄 42 才
昭和
56 年

昭和
55 年

昭和
54 年

男 女 厄 61 才
昭和
37 年

昭和
36 年

昭和
35 年

数え年 前厄 本厄 後厄

女 の 厄 19 才
平成
16 年

平成
15 年

平成
14 年

女の大厄 33 才
平成
 ２ 年

昭和 64 年
平成  元 年

昭和
63 年

女の小厄 37 才
昭和
61 年

昭和
60 年

昭和
59 年

令和３年の方位除（数え年）

  北　東　  南　西　

昭和

 ３ 年 94 才 大正 14 年 97 才

12 年 85 才

昭和

 ９ 年 88 才

21 年 76 才 18 年 79 才

30 年 67 才 27 年 70 才

39 年 58 才 36 年 61 才

48 年 49 才 45 年 52 才

57 年 40 才 54 年 43 才

平成

 ３ 年 31 才 63 年 34 才

12 年 22 才

平成

 ９ 年 25 才

21 年 13 才 18 年 16 才

30 年  ４ 才 27 年  ７ 才

  中央 （八方除）　   北　

大正 11 年 100 才 大正 大正 15 年
昭和 元 年

96 才

昭和

 ６ 年 91 才

昭和

10 年 87 才

15 年 82 才 19 年 78 才

24 年 73 才 28 年 69 才

33 年 64 才 37 年 60 才

42 年 55 才 46 年 51 才

51 年 46 才 55 年 42 才

60 年 37 才
昭和 64 年
平成 元 年

33 才

平成

 ６ 年 28 才

平成

10 年 24 才

15 年 19 才 19 年 15 才

24 年 10 才 28 年  ６ 才


